
国内のサル痘患者発生状況（年代別）

30代 32人(40％)

40代 29人(36％)

20代 15人(18％)

60代 1人(１％)

・令和５年３月29日現在81例のサル痘患者の発生が確認されている。 
・患者の年代は30代、40代が計61例と76％を占め、性別は全て男性。 

◾20代 ◾30代 ◾40代 ◾50代 ◾60代

50代 ４人(５％)



国内のサル痘患者発生状況（症状別）

国内のサル痘患者81人において
発疹が認められた患者が最多の70人(86％)
次いで発熱が認められた患者が56人(69％)
次いでリンパ節腫脹が認められた患者が28人(35％)



国内のサル痘患者発生状況（海外渡航歴有無）

渡航歴なし76人(94％)

渡航歴あり ５人(６％)

国内のサル痘患者81人において海外渡航歴のない患者が94％
となっている
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国内のサル痘患者発生状況（居住自治体別）

国内のサル痘患者81人の居住自治体は、東京都が51人
(63％)と最多となっている


